
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「吉田メソッド」の深化
○基礎・基本の定着
○論理的思考力を高める学習指導

○「自ら考える」「伝え合う」場を工夫した
授業を実践した教師を80%以上
○基礎・基本の定着、論理的思考力を高
める実践をした教師80％以上

・「考える」「伝え合う」「振り返る」活動を中心と
した学習指導過程を充実させる。
・各学年や各教科の課題を共有し、ドリル形式
の取組を実施する。

・ ・ 学力向上対策コーディネー
ター研究主任
各教科主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

●道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした生徒90％以上

・道徳科の授業の充実
・ふれあい道徳の実施
・生徒主体の人権学習の推進
・生徒主体のいじめに関する集会等の実施

・ ・
道徳教育推進教師
人権･同和教育担当
生徒会担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「学校は、いじめがないように温かい雰
囲気づくりをしている」という生徒・保護者
の肯定的な回答80％以上

・職員会議・職員朝会等で生徒についての情
報共有を行う。
・いじめアンケートの実施（県標準式２回と毎月
の教育相談アンケートの活用）

・ ・
生徒指導主事
教育相談担当

●◎生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」という生徒の肯定的な回
答80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒80％以上

・「ほめるから、はじめる。はじまる」を意識し、
自他を尊重し、支持的風土のある学級・学校づ
くり
・進路指導の充実

・ ・
進路指導主事
総合的な学習の時間担当
各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」生徒80％
以上
○朝食を毎日きちんと食べて登校してい
る生徒95%以上

・毎朝の健康観察で生徒の朝食喫食率の把握
・食育だよりの発行
・生徒会主体の啓発活動

・ ・ 給食・食育担当
保健主事
生徒会担当

●「望ましい生活習慣の形成」 ○「睡眠時間は十分にとれている」という
生徒の肯定的な回答85％以上

・毎朝の健康観察で生徒の就寝時刻と起床時
刻（睡眠時間）の把握
・保健だよりの発行
・生徒会主体の啓発活動

・ ・
養護教諭
生徒会担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限の遵守

・複数顧問体制による部活動指導の負担軽減
と部活動休養日の確実な実施
・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定

・ ・
管理職

○業務の効率化と生徒と共に活動する
時間の充実

○行事の見直しと実施内容の検討
○ＩＣＴを活用した業務効率の向上

・学校行事の内容（時間）を見直し、生徒と関わ
る時間を増やす。
・前年度データの整理・活用や、最新の情報通
信技術を活用し業務効率の向上を図る。

・ ・ 教務主任
教育情報化推進リーダー
管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の推進

○９年間の学びを意識した小学校との
一貫教育の充実

○小中連携したＮＩＥの研究・実践
○交流活動の実施

・小中連携しての研究・実践
・交流活動の更なる充実に向けた計画・運営・
内容の見直しを図る

・ ・
教務主任
研究主任

○地域とともにある学校づ
くり

○地域とのつながりを大切にし、郷土愛
を育む「吉田学」等の推進

○「地域学習は、ふるさと吉田について理
解するために役立っている」という生徒の
肯定的な回答90％以上

・地域学習の充実
・地域に貢献する活動の実施
・地域人材の活用

・ ・ ボランティア担当
総合的な学習の時間担当
各学年主任
管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

学校名 嬉野市立吉田中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上に関しては、生徒が自ら考え伝え合うために必要な基礎・基本の定着を図る授業実践が定着してきている。また、各学年の実態に応じた朝自習の取組も実施できている。今後は、基礎・基本の定着から思考力・判断力・表現力の向上につなげるために、県学習状況調査の結果を踏まえ、授業改善や朝自習の取組の充実を図る必要がある。

・心の教育については、計画的な道徳の授業や生徒主体の人権・同和教育を実践できている。生徒にとって、よい居場所となる学校の雰囲気が醸成できていることがアンケート結果からもうかがえ、いじめ問題の未然防止にもつながっていると思われる。今後も生徒主体の活動を通して、自己肯定感や自己有用感を向上させ、他者を認め合う雰囲気を高めていく。また、自分の進路

について考えるようになった生徒が増加しており、地域と連携し外部人材を活用した体験学習が生徒の意識向上につながっていると思われる。今後も生徒の自己実現力、意志決定能力、コミュニケーション能力を高める活動を充実させていきたい。

・健康・体つくりでは、約98％の生徒が健康増進と体力の向上、感染症対策を意識した生活を送っている。朝食の喫食率も高まり、睡眠時間が十分にとれている生徒も増加した。今後も教師による指導、家庭との連携、生徒会を中心とした取組を継続して行っていく。

・業務改善・働き方改革については、全職員の時間外勤務時間の平均は上限の45時間を下回っているが、年度初めや学校行事に関する業務が増加する月は、上限を上回る職員がほとんどである。データの整理等を確実に行い、業務の引き継ぎの効率化や業務の平準化を図っていく必要がある。また、部活動では複数顧問配置の利点を生かし、指導体制と指導の役割分担を再考し、

業務改善につなげていく。そして、生徒と関わる時間の充実をさらに高めていきたい。

２　学校教育目標 賢く　優しく　たくましい　生徒の育成　　～地域とともに、９ヵ年の学びのなかで～

３　本年度の重点目標 ①確かな学力の育成　②豊かな心の育成　③たくましい心身の育成　④小中一貫教育並びに地域とともにある学校づくりの推進  ⑤働き方改革の推進


